


日本の複合リアリティー：
都市化する AR/VR7.24

日本には、ウォークマンやゲームボーイ、さらに位置情報に基づくゲーム、

ポータブル VR ヘッドセットを用いた近年の実験にいたるまで、メディア機

器を公共の場に持ち出して使用してきた歴史があります。日本の都市におけ

るメディアの歴史と理論を振り返りながら、この講義では、都市のデジタル

化が著しいこの 21 世紀に見られる連続性と変化を探っていきます。

AR と VR のような新しいデジタルインターフェースが、アニメ、マンガ、音

楽、映画といった旧来の伝統からどのようにアイデアを借用しているか、ま

た同時に、それらはいかにして注意や監視、日常生活のヴァーチャル化といっ

た新たな懸念をもたらすかについて考えます。

現在、マサチューセッツ工科大学准教授。専門
は日本研究。新しい日本のメディアにおける知
覚と感情の問題に焦点を当て、特にメディア上
での文化にまつわる政治に注目している。著書 

Ambient Media a: Japanese Atmospheres of Self

（Minnesota、2016）では、日本においてメディアを介して作られてきた雰
囲気の歴史と理論、そして新自由主義の枠組みのなかで果たされるその自己管
理の役割について論じている。また、実験映画やアニメーション、文学や音楽
における環境美学に関する論文も発表している。 現在、国際交流基金日本研
究フェローシップにより東京に在住しており、AR、VR、そして IoT（Internet 
of Things「モノのインターネット」）に対する日本のアプローチを調べてい
る書籍を執筆中。

Paul Roquet

（火）
14:00-
16:30

アニメーション文化とテクノロジー
—メディア理論とキャラクターの行方7.24

アニメーションは「生命を吹き込む」芸術であると言われてきましたが、フ

レームとフレームの間を操作する「コンポジティング」の芸術でもあります。

本講義では、アニメーションをどのように読み解くのか、その理論と実践に

ついて考えます。ディズニーやスタジオジブリをはじめとした具体的な作品

をいくつか取り上げながら、１）視覚イメージの生産とテクノロジーの関係

について、２）キャラクターの身体表象とその変容について、３）現代日本

におけるキャラクターの行方と「カワイイ」文化の関係について、４）メディ

アミックスと２．５次元文化への展開について分析します。現代のアニメー

ション文化を分析するさいに必要な手続きと理論的視座を多角的に学びなが

ら、テクノロジーとともに私たちの「リアル」がどう更新されてきたのかを

考えます。

現在、筑波大学人文社会系准教授。愛知県生まれ。
専門は比較文学、文化理論、メディア文化論。英
国バーミンガム大学大学院修士課程（MA、社会
学・カルチュラル・スタディーズ）、筑波大学大学
院博士課程文芸・言語研究科修了。博士（文学）。

2010 年〜 2011 年、米国ハーバード大学ライシャワー研究所客員研究員（フ
ルブライト研究員）。著書に『文化と暴力―揺曳するユニオンジャック』、共著
に『芸術と労働』、『地域アート』、『２１世紀の哲学をひらく』、訳書にスラヴォ
イ・ジジェク『ジジェク自身によるジジェク』、共訳にジュディス・バトラー『ア
センブリ』、レナード・マルティン『マウス・アンド・マジック』など。

清水 知子　Tomoko Shimizu

（火）
10:00-
12:30
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日本におけるデジタルメディアに関する
文化政策：文化庁メディア芸術祭7.26

日本では、1960 年代から実験映像や拡張映画が、80 年代からはテクノロジー

を用いたインスタレーションなどが制作され、現在のメディアアートにつな

がる表現をする作家が多く活動してきました。そして、90 年代後半には、メ

ディアアートを扱う美術館やメディアアートを学ぶ教育機関が多く設立され

はじめます。この大きな変化が起こった約 20 年前を起点に、現在までの日

本のメディアアートの状況について、フェスティバル「文化庁メディア芸術

祭」の歩みを中心に紹介します。

岐阜県立国際情報科学芸術アカデミー［IAMAS］
在学中よりメディアアートの企画展示に関わる。
卒業後、IAMAS メディア文化センター研究員、
アートユニット「ELEFUNTONE」の活動を経て、
2012 年特定非営利活動法人デジタルポケットを

設立、ヴィジュアルプログラミング言語を活用したワークショップの企画制作、
実施を行う。2015 年より文化庁文化部芸術文化課の研究補佐員として文化庁
メディア芸術祭およびその関連事業に従事。2017 年より現職。日本における
メディアアートやゲーム、アプリ等のエンターテインメントコンテンツ、クリ
エイティブインダストリーの実態調査を行っている。

小林 桂子　Keiko Kobayashi

（木）
10:00-
12:30

バーチャル・ミュージカル・インストゥルメント、
その発展形のバーチャル・リアリティーと

オーギュメンティッド・リアリティーの応用7.25
後藤英はフランス国立研究所の IRCAM に長い間所属をし、そこでバーチャル・

ミュージカル・インストゥルメントなるものを開発した。これはセンサー技

術、プログラミング、そして、ロボット技術を用いたもので、バーチャルな

楽器を開発、つまりインターフェースと人間の関係性を追求するものである。

後藤は昨年の 4 月より東京芸術大学の准教授に就任してこの研究と作品制作

をさらに発展させている。これはコンピューターのインタラクティブな技術

を元に、バーチャル・リアリティーの空間にて映像とサウンドを反応させる

ものである。この研究の仮想空間の再現の特徴として、無重力空間をシュミ

レーションする点である。この研究の成果、知見はあたらしいアート表現を

始め、商用のゲームやアトラクション施設にも応用が可能なものであり、音

や映像を使った体験型の表現の領域にあたらしい流れを作っていくだろう。

後半は後藤研究室にて制作された学生によりメディアアート、コンピュー

ターミュージックに関する発表が行われる。

作曲家、ニューメディア・アーティスト。国際的
に評価されており世界活地で活躍。世界中で斬新
で刺激的な作品で新たなテクノロジーと関連させ
て発表している。フランス、パリにあるポンピ
ドゥー・センターのイルカムの招待作曲家、研究員、

ボルドー芸術大学の准教授を経て、現在は東京芸術大学の准教授。

【後藤研究室】
ミュージック・テクノロジーとメディア・アートと題して、2 つの中心となる
テーマを元に活動を行っている。クリエイティブでプロフェッショナルな人材
育成を目指している。

後藤 英　Suguru Goto

（水）
10:00-
16:30
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メディア・アートなぜそう呼ばれるのか
移行期におけるメディア論7.27 

今年上梓した久保田晃弘との共著『メディア・アート原論』（フィルムアー

ト社）で行なった対話にもとづき、現在メディア・アートと呼ばれている表

現はどのような芸術なのか、なぜそう呼ばれるのか、どのようにして表われ、

そのように社会に影響するのか、などをこれまでのメディア論を参照し、ま

た現在 ICC で開催中の「オープン・スペース 2018 イン・トランジション」

の作品などを参照しながら説明していく。

1968 年生まれ。多摩美術大学美術学部芸術学科
卒業。1996 年の開館準備より ICC に携わる。近
年の主な企画には、「［インターネット アート これ
から］──ポスト・インターネットのリアリティ」

（2012 年）、「アート＋コム／ライゾマティクスリ
サーチ　光と動きのポエティクス／ストラクチャー」、「坂本龍一 with 高谷史
郎｜設置音楽 2　IS YOUR TIME」（2017 年）など。ダムタイプ、明和電機、ロー
リー・アンダーソン、八谷和彦、ライゾマティクス、磯崎新、大友良英、ジョ
ン・ウッド＆ポール・ハリソンといった作家の個展企画も行なっている。ほか、
美術および音楽批評。

畠中 実　Minoru Hatanaka

（金）
10:00-
12:30
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訪問先一覧表

NHK 放送博物館

　〒 105-0002　東京都港区愛宕 2-1-1

　Tel：03-5400-6900

NTT InterCommunication Center [ICC]

　〒 163-1404 東京都新宿区西新宿 3-20-2 東京オペラシティタワー 4 階

　フリーダイヤル：0120-144199

　E-mail：query@ntticc.or.jp



18 19

東京藝術大学

千住校地

　〒 120-0034　東京都足立区千住 1-25-1

横浜校地

　〒 231-0005　神奈川県横浜市中区本町 4-44

上野校地
　〒 110-8714　東京都台東区上野公園 12-8

メディア／アニメ・デジタル産業コース 2018
実行委員会

北京师范大学

艺术与传媒学院 数字媒体系

何威 副教授

朱小枫 博士

陈亦水 博士

香港中文大學

新闻与传播学院

馮應謙 教授

东京艺术大学

国际艺术创造研究科

毛利嘉孝 教授

山崎朋 助理

国际交流项目负责人

井川友香

翻译

周浩

杭亦舒

李林子

楊天帥

助手

戴周杰

文可依

Media/Anime/Digital Industries Course 2018
Organizing Committee

Beijing Normal University

Digital Media Department School of Art and Communication

Associate Professor Wei He
Dr. Xiaofeng Zhu
Dr. Yishui Chen

Chinese University of Hong Kong
School of Journalism and Communication

Professor Anthony Fung

Tokyo University of the Arts

Graduate School of Global Arts

Professor Yoshitaka Mouri
Research Assistant Tomo Yamazaki

International Exchange Program Coordinator

Yuka Ikawa

Interpreters

Lily Shu
Yishu Hang
Linzi Li
Tin Shui Yeung

Assistants

Zhoujie Dai
Keyi Wen



東京藝術大学 国際芸術創造研究科
〒120-0034　東京都足立区千住1-25-1

TEL:050-5525-2732

Tokyo University of the Arts
 Graduate School of Global Arts

1-25-1 Senju, Adachi-ku, Tokyo, 1200034
TEL:050-5525-2732 


